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令和 7年度第 3回広島市総合教育会議 議事録 

 

1 日時 

  令和 8年 1月 20日(火) 午後 3時 00分～午後 3時 35分 

2 場所 

  市役所本庁舎 14階第 7会議室 

3 出席者 

松井市長 

教育委員会：松井教育長、伊藤委員、西委員、一橋委員、砂橋委員、長谷川委員 

4 事務局等出席者 

企画総務局：企画総務局長、政策企画部長、政策企画課長 

こども未来局：こども未来調整課長 

教育委員会：総務部長、学校教育部長、指導担当部長、教育センター所長、教育企画

課長、施設課長、教職員課長、健康教育課長、指導第一課長、指導第二

課長、特別支援教育課長、生徒指導課長 

5 傍聴者等 

 ⑴ 傍 聴 者 0人 

 ⑵ 報道関係 1社 

6 議題（全て公開） 

 広島市教育大綱の改定について 

7 議事の大要 

＜政策企画課長＞  

 ただいまから、広島市総合教育会議を開催いたします。 

本日は、本会議の構成員である市長、教育長及び教育委員の皆様に加え、市長事務部

局及び教育委員会事務局の職員も出席しておりますが、時間の都合上、配席図をもちま

して紹介に代えさせていただきます。 

それでは初めに、資料の確認をさせていただきます。お手元に次第がございますけど

も、次第の真ん中下の方にあります枠囲みに記載のとおり、出席者名簿、配席図、資料

「広島市教育大綱改定案」、そして、参考資料「広島市教育大綱の改定に係るこどもア

ンケートの実施結果等について」を配付しております。資料に不足はございませんでし

ょうか。 

それでは、ここからの進行は市長にお願いいたします。松井市長よろしくお願いいた

します。 

 

＜松井市長＞ 

 本日はお忙しい中での御出席、ありがとうございます。 

前回の総合教育会議におきましては、大綱の改定素案をお示しして、それについて御



 

2 

議論いただきました。その際に委員の皆様からいただきました御意見を踏まえまして、

改定案を取りまとめておりますので、その内容についての御意見をいただきたいという

ふうに思っております。 

それでは事務局から説明をお願いいたします。 

 

＜教育企画課長＞ 

 それでは、Ａ３横の資料「広島市教育大綱改定案」を御覧ください。 

こちらは、第２回総合教育会議において委員の皆様からいただきました御意見と、こ

ども基本法の趣旨も踏まえて昨年末に実施しましたこどもアンケートの結果を参考に

作成しております。 

資料の構成についてですが、一番左側から現行大綱、続いて二番目が前回の会議でお

示しした改定素案、その右側が本日御議論いただきたい改定案、一番右側が修正意見等

としており、現行大綱と改定素案の変更箇所に下線を、改定素案と改定案の変更箇所に

網掛けをしております。また、一番右側の修正意見等の欄につきましては、資料の３ペ

ージ以降に記載しておりますが、◎で委員の皆様からいただいた御意見を、○でこども

アンケートの意見を記載しております。なお、こどもアンケートの結果につきましては、

いただいた意見のほとんどが既に大綱に盛り込まれているものであり、こどもたちとの

認識とのギャップはなかったものと考えておりますが、一部追加で改定案に反映させる

ものについて、○で記載しているところでございます。アンケートの詳細につきまして

は、参考資料にまとめておりますので、後ほど御覧いただければと思います。 

本日は、改定案本文のうち、主な改定箇所について、順次御説明いたします。 

まず、資料の１ページ目と２ページ目の「はじめに」については、変更ございません。 

資料の３ページを御覧ください。 

「１ 本市の目指す教育の方向性」についてでございます。 

前回の会議におきまして、体に関する御意見をいただきましたが、本文中に「確かな

学力、豊かな心、健やかな体をバランスよく備えた『心身共にたくましく思いやりのあ

る人』として成長していくことを目指します。」と記載しており、⑴から⑸に示す資質

能力の上位概念として、健やかな体を位置付けておりますことから、改定案においては

修正を行っておりません。 

次に、「２ 本市の教育方針」については、修正ございません。 

続いて４ページをお開きください。 

「３ 重点的な取組」についてでございます。 

まず、「⑴知・徳・体のバランスのとれた『生きる力』を育む教育を推進します。」に

ついては３点ございます。 

一番上の一つ目のポツ、体に関する御意見については、先ほどと同様、「基礎的・基

本的な学力・体力を確実に身に付ける」と記載がありますので、修正は行っておりませ

ん。続いて、こどもアンケートにおきまして「授業にもっとタブレットを使ったらよい」

など、ＩＣＴの活用についての意見があったことから、「それぞれの教育段階において」

の後ろに「ＩＣＴを効果的に活用しながら」と追記しております。 

また、二つ目のポツに「生成ＡＩの進化への対応、具体的には著作権やフェイクなど
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への対応が必要ではないか」という御意見や、「科学的な理解に基づいてという表現を、

文末の探究的な学びに関連させてはどうか」という御意見がございましたので、そうし

たことを踏まえ、「ＡＩ」の前に「生成」と追記し、「必要な情報を的確に読み取り」と

し、文末に「ＩＣＴを効果的に活用し、科学的な理解に基づく探究的な学びの充実など

に取り組む。」と修正をしております。 

さらに、一番下の四つ目のポツでございますが、こどもアンケートにおいて食育につ

いての意見があったことから、文末に「また、望ましい食習慣を身に付けることができ

るよう、食育をより一層推進する。」と追記しております。 

続いて、５ページをお開きください。 

「⑵こどもたち一人一人がその個性・特性を尊重され、障害の有無や性別、国籍の違

いなどに関わらず社会の一翼を担う人材へと成長していくことができるよう、インクル

ーシブな教育の視点も取り入れた学びの場の提供に取り組みます。」については、一点

でございます。 

一番下の七つ目のポツに、夏の暑さ対策についての御意見を踏まえ、学校施設の老朽

化対策に加え、「暑さ対策」を追記しております。 

続いて６ページをお開きください。 

「⑶全ての教員が、常に学び成長し続けることができるとともに、いきいきと教育に

携わることができるよう持続可能な教職員体制を確保します。」については、一点でご

ざいます。 

「本文をもう少し能動的な表現にしてはどうか」という御意見をいただきましたので、

本文の文末を「持続可能な教職員体制の構築を推進します。」と修正しております。 

続いて、７ページ目をお開きください。 

「⑷こどもに関わる全ての人が連携・協働し、こどもの学びを支えるとともに、まち

づくりにつながる教育に取り組みます。」については、三点でございます。 

二つ目のポツにおきまして、「職業教育のみがキャリア教育であると誤解されるおそ

れがあるのではないか」という御意見も踏まえまして、文章の前後を入れ替えて、「発

達段階に応じたキャリア教育を推進するため、地元企業等での職業体験など、地域や産

業界と一体となった取組の充実を図る。」と修正しております。 

その下の三つ目のポツにつきまして、「現行大綱に記載のある利他の心や道徳心とい

う言葉を残してはどうか」という御意見を踏まえまして、「利他の心」を追記しており

ます。なお、道徳心につきましては、４ページ目の⑴の一つ目のポツに既に記載してお

りますので、ここでは修正は行っておりません。 

四つ目のポツについてでございますが、「ライフデザインは多様な価値観に基づくも

のであることに配慮する必要があるのではないか」という御意見や、こどもアンケート

においてお金に関する教育についての意見を踏まえまして、文頭を「多様な価値観や生

き方を認めつつ、自分の将来を主体的に考えライフデザインの可能性を広げることがで

きるよう」と修正し、各ライフイベントに加えまして、「生涯を見通した資金計画など

について、専門人材も活用した学校内外での学びの機会の充実を図る。」と追記してお

ります。なお、「⑴の位置に位置付けたらどうか」という御意見については、将来のま

ちづくりを担う人材の育成を学校内外で行うことを表現しておりますため、改定案のと
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おり、⑷に位置付けさせていただいております。 

最後に８ページをお開きください。 

「⑸未来を見据え、持続可能な教育の提供体制の再構築に取り組みます。」について

は２点でございます。 

「本文に質の高い教育を推進するという目的を加筆してはどうか」という御意見を踏

まえ、文末に「質の高い教育を推進します。」と追記しております。 

三つ目のポツでございますが、「定員調整についての記載は大綱に記載するまででは

ないのではないか」という御意見を踏まえて、削除しております。加えて、「現行大綱

に記載のある特色化・魅力化という前向きな表現は残してもよいのではないか」という

御意見を踏まえまして、「一人一人のニーズに応じた多様な学びの選択肢を提供し続け

るために、市立学校としての特色化・魅力化に取り組むとともに将来的な学校体制のあ

り方を検討する。」と追記しております。 

説明は以上でございます。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございます。 

それでは、お示ししております改定案について、委員の皆様から御意見を頂戴したい

と思います。長谷川委員からお願いいたします。 

 

＜長谷川委員＞ 

前回までの議論を踏まえて、意見をうまく取り入れた大綱になっているというふうに

感じております。改めて５年前の大綱と比べてみまして、現代に即した形でモデルチェ

ンジができたのではないかと思っています。 

具体的にいくつか挙げさせていただきますと、地球温暖化などの社会変化に関しまし

て、５年前はＳＤＧｓという言葉を使われていたんですけども、今回はそういう言葉を

使っていませんが、持続可能な社会である必要性というのは小さなものではないという

ことがうたわれています。私個人的には、委員の先生から御指摘があって今回加筆して

いただいた「暑さ対策」をきちっと言葉として入れていただいたという点は、非常に意

義が深いのではないかなと思っております。 

次に、二つ目として技術進歩に関してですけれども、５年前と今で大分変わってるの

は生成ＡＩです。ＡＩの言葉はあったんですけども、生成ＡＩが社会の中で大きく注目

されているという点が変わってきていると思います。この問題に関しては、やはり将来

に向かって存在感が大きくなるばかりですので、我々のように生成ＡＩを初めて取り入

れていく時には、「これは間違ってる」とか「これはいいな」と選別できるんでしょう

けども、頭から生成ＡＩを学んでいくこどもたちからすると、間違ったものを選別する

能力がなかなか難しいということもあるので、必要な情報を的確に読み取るという姿勢

をうたっているのは非常に高く評価しております。 

三つ目は、教職員の働き方改革に関して申し上げますと、先生方の御苦労というのも

非常に大きく、働き方改革を進めていきましょうというのは、５年前から言われてきた

ところでございましたが、やはり、心身に問題を生じさせてしまっている教職員の方々
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がたくさんいらっしゃるということを直視してですね、その方々が健康で安心して働け

るように、そこからの教育だということをうたっている点も高く評価しております。 

また、今回、生徒さん方の意見の中で非常に目から鱗だったなと思ったのは、金融教

育をこどもさんの方からしてくださいということをうたっている点に非常に興味を覚

えました。 

正に今、貯蓄から投資ということがうたわれている現代において、何も知識がないと

間違った投資をしてしまってそれこそ大変なことになってしまうということですから、

小さい頃からそれに親しんでいくということは重要だと思っております。 

私の方からは以上です。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、砂橋委員お願いいたします。 

 

＜砂橋委員＞ 

私の方から４点お話しさせていただきたいと思います。 

まず、長谷川委員と同じように、私どもの意見を丁寧に酌み取っていただいて、まと

めていただき、感謝申し上げます。 

意見として前回も申し上げたと思うんですけども、せっかくの大綱を今後５年間かけ

て温めていくためにも、これを現場にどう広げていくかというＰＤＣＡですね。ここを

しっかりと回していただくということをお願いします。例えば毎年の事業評価の中で、

ここはうまくいっているとかを定点的に観測し、評価していただいて、我々にまたお示

しいただけるということであれば、とても大綱が生きてくるということが１点目です。 

二点目は、そのためにも学校現場に作り上げたものをしっかりと伝えていくというメ

ッセージですね。どうやって伝えていくかということで、いろいろとやり方はあるかと

思うんですけども、分かりやすく絵柄にしていくとか、説明資料などを作っていただく

とか、この大綱を読むだけじゃなくて、校長先生が直に学校の先生方に分かりやすく説

明できる、手持ち資料と言いましょうか、そういったものがあると良いというところが

あります。やはり、この大綱という形だけでは、なかなか伝わりにくいということがあ

りますので、私どももそういう経験をよくしているんですけども、是非そういったメッ

セージが伝わりやすいツールというものを御検討いただければと思います。 

三点目はですね、資料の６ページにも書いてあるんですけども、「全ての教員が学び、

常に学び成長し続けることができる」ために何ができるかというと、私はですね、前職

の経験からしても、教育センターにおける先生方の教育、これが一番大事かなと思って

いるんです。とかく教育に関しては、経費を削られるであるとか、その成果が見えにく

いということもあろうかと思うんですけども、やはり何がしかの手当てをしていただい

て、先生方が熱心に学べることができる場を作るということが大事かなと。それが、私

どもが教育センターを視察させていただいた上で感じたことでございます。そのために、

是非とも予算を付けていただいて、直接先生方に還元できる、そういう施策ができたら

ありがたいと思います。 
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四点目はですね、長谷川委員もおっしゃいましたが、こどもたちのアンケートを非常

によくまとめていただいて、１,０００件程度の中で自由記述による意見が７００件あ

ったと。それを丁寧に掘り下げていただいて、意見の趣旨が大綱に含まれていないもの

が大きく三つあって、タブレット・コンピューターを使えるということ、それからお金

のこと、食育のこと、この三つは生涯に渡って学ばなければならないことなんですね。

それがこどもたちの目線から出てきたということが、とても嬉しく思っております。こ

どもたちの意見がちゃんと大綱に入っているということが一つの訴求効果になります

ので、自分たちの意見が生きているというところで、もしかしたら行政や政策に対して、

こどもたちも関心を持ってくるんじゃないかと思います。それと同時に、先生方にも伝

えていただいて、こどもたちがこういう意見を言ってくれていると、それを行政はきち

んと政策に入れているんだということをメッセージとしていくことで、先生方もこども

たちとの信頼関係と言いますか、良い関係ができると思います。最後になりますが、ア

ンケートに関しては、今回の成功事例を基に、次回５年後の大綱を検討される際にも、

是非ともこういう視点で取り組んでいただいたらありがたいと思っております。 

私からは以上です。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、一橋委員お願いいたします。 

 

＜一橋委員＞ 

この度の教育大綱案は、従来の大綱を引き継いでいるところ、すなわち、変えるべき

ではないという点と、それから現行の大綱を作成してから５年を経過するというところ

で、この間の進化、変化に対応すべき点とで二つに分けますと、まず変わることのない

広島市の教育理念というのは、平和教育、これは当然ベースになるわけですけども、こ

れを基に、確かな学力、豊かな心、健やかな体、これらは当然のことだと思いますし、

さらに、いじめとか不登校対策、それから被爆の実相継承、少子化を見据えた学校体制

の構築、こういったところは従来と同じ方向を維持されたというふうに思います。 

次に、新しく見直した点というのは、二つほど感じました。 

一つは、先ほど来からお話があります生成ＡＩの位置付けを、私から見ると、補助的

な位置付けから、いわゆるリテラシーとしての基礎的能力に格上げをされているなと感

じました。これは大きな変化だなと思います。 

それから、もう一つはキャリア教育ですね。キャリア教育というと、先ほども御説明

がありましたが、職業体験とか地域産業の理解ということが中心であったわけですけど

も、今回、それらだけじゃなくて価値観の多様化を認めるような、将来のライフイベン

トを描きその資金計画などを学ぶライフデザインへと、キャリア教育の射程が拡張され

ていると思いました。その中で、利他の心という表現を追加していただいたというのは

非常に大きなポイントだと思います。ただ、市の姿勢を示すという意味の大綱というこ

とから考えると、この辺のライフデザインとか資金計画は、少し細か過ぎるなという気

が若干いたします。こどもたちのアンケートにもあるということでしたけども、件数も
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さほど多いというわけではない。それを今回、こういうふうにして取り込まれたという

ところには多少違和感がありましたが、しかし、ここは重点的な取組を記述する項目と

いうことで、こういうこともよろしいかなと思います。 

今回の大綱は、基本的には非常に穏健な内容になっていると思います。穏健ですけど

も、今言ったような、新しいところは大胆な改革案を盛り込んでいただいたということ

でバランスはかなり取れているなと思いますが、二点ほど付議をさせていただきたいと

思います。 

まず、一点は生成ＡＩです。今後、生成ＡＩを教育理念の中核に据えて大綱などに盛

り込まれる自治体はたくさん出てくると思います。そういう意味では、本市は、素案に

載っておりますが、時宜を得たものと評価をしたいと思います。ただ、この生成ＡＩは、

たかだか令和４年にＯｐｅｎＡＩ社がＣｈａｔＧＰＴを広めてから、非常に短期間の間

にこれだけ利活用が増えたものです。まだまだ、ここに書いてある適切な正しい利用の

仕方というものが、世の中に標準的にあるとは思いません。そういう意味では、こうし

た技術を盲目的に利用していくというのではなくて、文科省のガイドラインで書いてお

りますように、人間を中心とした原則、要するに主体的にこれを取り扱うという姿勢が

大事かなと思いまして、その姿勢をうたうところの大綱としては、「主体的」という言

葉を是非入れていただきたいと思う次第です。そういう意味では、重点的な取組の中に

「適切に活用する」とありますが、「適切かつ主体的に活用する」というふうに付け加

えられたらどうかと思っております。 

二点目は、あまり大きな変更ではありませんけども、キャリア教育につきまして、単

なる職業理解とか職場体験ということに限らず、こどもたちの生きがいとか人生の意義

って何なんだ、幸福とは何か、幸せに生きる力とは何かというスピリチュアルなところ

というのは非常に大事かと思いますので、いわゆる最近で言うウェルビーイング教育の

方にこれから取り組んでいただければよろしいかなと思っております。 

以上、私なりにまとめて若干の御意見を申し上げました。終わります。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、西委員お願いいたします。 

 

＜西委員＞ 

私の方からは、改定案の記述を基に二点ほど申し上げたいと思います。 

まず一点目は、６ページの重点的な取組の⑶の本文についてです。ここは、先ほど御

説明がありましたけれども、「持続可能な教職員体制を確保しますという言い方をもう

少し能動的に」と御意見を申し上げましたら、「構築を推進します」という表現に変更

していただきました。この表現には大変賛成でございます。意見の意図を十分に酌んで

いただけたと思っております。 

二点目は、７ページの重点的な取組の⑷の二つ目のポツにあるキャリア教育について

です。「素案の表現では、職業体験がキャリア教育の中心であるかのような印象を受け

る、あるいは職業体験のみがキャリア教育であると誤解されるおそれがある」と申しま
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したところ、改定案では言葉の順序を変えて、「発達段階に応じたキャリア教育を推進

するため、地元企業での職業体験など」に修正していただいております。この表記であ

れば、中学校の発達段階では、例として職業体験などがあるというふうに読めますので、

素案に比べて的確な表現になったと感じております。更に修正するとすれば、小学校に

おけるキャリア教育の例が書き加えられると、発達段階に応じたことの説明が明確にな

ると思います。例えば、「地元企業等での職業体験など」の前に、まち探検とか社会見

学というような言葉を挿入して、「まち探検、社会見学、地元企業等での職業体験など」

としていただくと、小学校での教育を視野に入れた表記になるかと思います。 

基本的には、この改定案に賛成でございますが、気になる点も一点ございます。それ

は、キャリア教育の舞台が社会に限定されているように感じるところです。キャリアの

中には、職業キャリアはもちろんですけれども、生活キャリアという概念もあります。

生活キャリアの主な学習舞台は、家庭及び地域でありまして、地域については、まち探

検や社会見学、職業体験でクローズアップされておりますが、児童・生徒の生活の足元

である家族や家庭生活もキャリア教育の視点から身に付ける必要があると考えます。家

族や家庭生活を考える学習は、人間関係作りの基礎として小学校段階でなされるものと

考えますと、「発達段階に応じたキャリア教育」という表現や、本文１行目の「全ての

人の連携」という表現に家族や家庭生活が内包されているということは理解できます。

しかし、このことが、先ほど「まち探検」という言葉の挿入を提案いたしましたが、そ

の表現で十分汲み取られるのか、少し疑問を抱いております。改定案に大きく修正をお

願いしたいとか、付け足してほしいという強い意見ではございませんが、今後キャリア

教育を考えていく時に、是非ともそういうキャリア教育の考え方について御議論いただ

けたらと思っております。 

以上です。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、伊藤委員お願いいたします。 

 

＜伊藤委員＞ 

これまでの意見をうまく取り入れて改定案を作成してくださっており、全体として、

現代の社会的要請に応えながら、広島で育つこどもの将来を見据え、どのような力を育

み、いかに育ってほしいのかが具体的に理解しやすい教育大綱になっていると思います。

重点的な取組では、現行の大綱の内容を踏まえつつも、五つの観点で整理されましたの

で、広島市として、こどもも教員も一人一人を大切にして取り組むことが伝わる内容に

なっていると考えております。 

その上で、この度の改定案を拝見し、一箇所だけ気になるのですが、それは４ページ

の重点的な取組の⑴の四つ目のポツに、先ほど御説明がありましたようにこどもアンケ

ートからの意見を踏まえて、食育に関する記述が加筆されました。これは大変重要であ

り、特筆すべき内容であると思います。ただ、この一つのパラグラフの中で、「また」

の前の環境教育や防災教育に関する文章と、その後の望ましい食習慣を身に付ける食育
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に関する文章との関連が少し分かりにくいように思いました。 

このパラグラフの前の三つ目のポツの文章では、平和教育と英語教育を、「また」以

降で「グローバル化に対応した人材を育成するため」と関連付ける言葉が入っています。

このように、「また」以降で、環境教育や防災教育と食育を関連付ける言葉を加筆して

もよいのですが、関連付けが少し難しいように思いますので、もう一つポツを加えて、

食育に関する文章を五つ目のポツに移行しても良いのではと思いますがいかがでしょ

うか。実際に広島市は、食育の充実に取り組んでいますので、食育の項目を独立させる

方が、環境教育や防災教育だけでなく、食育も重点的に取り組むことを明示しやすくな

るのではないかと思っております。 

以上でございます。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、最後、松井教育長お願いいたします。 

 

＜松井教育長＞ 

本日示していただきましたこの改定案については、前回までの会議での議論を踏まえ

まして、必要な修正をしていただいていると思いますし、それから、市内の児童・生徒

にアンケートを１,０００件程度取った中から出た意見の趣旨を反映して、何点か追加

していただきまして、記述についても内容自体は妥当なものかなと思っております。 

その中で、私の方からは個別の取組に関しての気付きをいくつか申し上げます。 

一つ目は、４ページの３の⑴について、先ほどから何人かの委員もおっしゃいました

が、二ポツ目の「ＡＩの進化を初めとする急速な技術革新への対応」の段落につきまし

ては、元々、素案の段階からこうしたことがこれから特に重要ということで、先ほど、

この記載を今回格上げという言い方を一橋委員もされて、この記載を特出ししていただ

いていたんですけど、細かく見てみますと、ＩＣＴの効果的な活用というのは、その一

つ前の段落の「個別最適な学び」とか「協働的な学び」を充実していく上でも、実は大

きな役割を果たすものでありまして、その辺りをもう少し整理することができないかな

と思っていたんですけど、本日そうした意見を言う前にこどもアンケートの結果を踏ま

えて、既にイメージどおりの修正を⑴の一ポツにも入れていただいたので、より良くな

ったのではないかと思っております。この項目に関しては、先ほどの一橋委員の意見に

も関連し、市長の「はじめに」の部分にもありますけど、本来こういうテクノロジーと

いうか技術というのは、飽くまで手段ということで存在するもののはずなので、やっぱ

りこれを人間の方が人間としてどう使いこなしていくのが良いかといったことを常に

意識しながらやっていく必要があると思っておりまして、これは、こどもというよりも、

むしろこどもにそうしたことを教える教員の資質・能力の部分も含めて、取り組んでい

かなければならないテーマだと思っております。 

もう一点は、５ページに今回入れていただきました、一番下にあります「よりよい環

境で教育を受けることができるように」ということで、「学校施設の老朽化」や「通信

環境の改善」に加えまして、夏の「暑さ対策」を加えていただきました。広島市は学校
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の施設数が多いので、一足飛びにというふうにはいかないのかもしれませんけど、やっ

ぱり近年、夏季の暑熱対策の重要性が年々高まっておりますので、新しい教育大綱の計

画期間の中では、何とかこれもしっかり取り組んでいきたいと思っております。 

最後に、８ページ⑸の「持続可能な提供体制」の三つ目のポツにあります高等学校教

育につきまして、大綱での書きぶりは今回の案で良いと思っておりますけど、前回の会

議でも申し上げましたとおり、これから少子化の影響が高校全体でも大きくなってくる

中で、将来の社会を担っていく若者たちのために、できるだけ多様な選択肢を準備して、

それぞれの生業なり自立につながる学習や経験ができる機会を提供し続けていけるよ

うに、市立高校としての特色化・魅力化にどう取り組んでいくかといったことや、将来

的にそれを持続可能なものにしていくために、市立高校が果たす役割をどう考えるかと

いったことにつきましては、引き続き、来年度改定する予定でございます「広島市ハイ

スクールビジョン」の検討の中で、更に具体的に委員の皆さんにお示ししていきたいと

考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたしたいと思います。 

私からは以上です。 

 

＜松井市長＞ 

 ありがとうございました。 

多岐に渡る御意見を頂戴いたしました。今回いただいた意見を踏まえまして、最終的

な改定を施すというふうにしたいと思いますが、修正に関しましては私に御一任いただ

いてよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。それでは、大綱の改定に向けた手順を進めていきたいという

ふうに思います。 

大綱改定に当たりましては、今年度、３回にわたって協議をしていただいております。

そのお陰をもちまして、より充実した内容へと改定ができる目途が立ったんじゃないか

なというふうに受け止めております。これまでの様々な御意見、本当にありがとうござ

いました。 

今後も、本市が目指します教育を実現するために、教育委員会としっかりと連携しな

がら大綱に基づく個別の取組を着実に進めていきたいというふうに考えておりますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

それでは、時間もまいりましたので、進行を事務局の方に返します。 

 

＜政策企画課長＞ 

 皆様、本日は教育大綱改定案について御協議をいただきまして、誠にありがとうござ

いました。 

総合教育会議につきましては、今後も定期的に開催をさせていただきまして、その中

で、本日、砂橋委員からも御意見ございましたように、改定後の教育大綱に基づく取組

の進捗状況等についても御報告させていただきたいというふうに思っております。 

それでは、本日の会議はこれにて閉会いたします。 

どうもありがとうございました。 


